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CSRDAの4つの研究分野



SSJデータアーカイブ設置の目的
› 社会調査データの散逸を防ぐ
・SPSS形式の他、テキストデータで保存
・長期保存のためのバックアップ体制

› 社会調査データを学術的共有財産とする
・調査回答者や企業・事業所などが特定される
可能性がある場合は、トップコーディングや
グルーピングなどによる秘匿処理

› 分析の再現性を担保する
・国際学術誌では必須になりつつある



センター10周年を機とした変化
› 2005年度からリモート集計の運用開始
› 2006年度から任期付で運用していた助教授ポスト
を任期なしに

› 「調査基盤分野」「社会調査分野」「計量社会分
野」の３分野で構成

› 社研パネル調査(JLPS)の開始（2006年度）
› 教授・助教授（４名）、助手（１名）、特任専
門職員（１名）、事務補佐員（２名）、RA
（２名）、科研費による雇用（３名）



改組から共同利用・共同研究拠点へ
› 2010年度からの全国共同利用・共同研究拠点
の認定をにらみ、前年2009年度に社会調査・デー
タアーカイブ研究センターへ改組

› 「調査基盤分野」「社会調査分野」「計量社会分
野」「国際調査研究分野」の４分野

› 個票データの寄託・提供、社会調査の実施、二次
分析研究会・計量セミナーの開催、国際的ネット
ワークの構築、をより組織的に運営することとなった



SSJデータアーカイブの研究・教育利用
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2013年度はシステム移行のため申請停止期間を設けた



共同利用・共同研究拠点の認定更新（2016）
› ①データアーカイブの維持・拡大、②海外への情報
発信と協力関係の強化、③共同研究の拡大、④
学部・大学院教育への貢献、を通じて人材を育成
し、実証的な社会科学研究の発展に貢献する

› より積極的な成果の発信が求められている
› 教授・准教授４名（専任）５名（兼任）、助教
５名、データアーカイブマネージャー１名、特任専門
職員１名、特任研究員１名、学術支援専門職員
４名、学術支援職員２名



公開データ
› これまでに150以上の機関・組織・研究者（代表者）か
ら寄託をうけた

› 2000以上のデータセットを公開・提供
› JLPS（働き方とライフスタイルの変化に関する全国調査）
› JGSS（日本版総合的社会調査）
› JES（投票行動の全国的・時系列的調査研究）
› SSM（社会階層と社会移動全国調査）
› NFRJ（全国家族調査）
› 全国就業実態パネル調査 など



CSRDAにおけるデータインフラ委託事業
› 業務項目

1. データアーカイブのシステム強化
› さまざまなWebシステムの開発
› セキュリティの強化
› メタデータの整備

2. データ・書類の英語化と国際化対応
› 各種書類やメタデータ、調査票の英語化
› 国際認証取得に向けての内部文書の整理と英語化

3. 運営支援
› 予算執行の計画と管理
› 各種イベントの企画・調整・実施



東京大学社会科学研究所附属社会調査・データ
アーカイブ研究センターにおけるさまざまなシステム
› SSJDA Directシステム

– データ情報・寄託者情報・利用者情報の一元的管理
–利用手続きや、承認手続き、データのダウンロード提供に使用

› リモート集計システム
– NESSTARというシステムを用い、メタデータ閲覧や、オンライン分析に使用

› EDO（Easy DDI Organizer）
–独自に開発したメタデータ国際標準規格DDI（Data Documentation 

Initiative）の編集用アプリケーション



CSRDAトップページ

https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/

https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/


データを探す



メタデータ



調査票



集計表



二次分析の成果



利用者ログイン



マイページ



リモート集計
（Nesstar）



DDI対応メタデータ・OAI-PMHの実装
› DDI対応メタデータ

–現行のメタデータとJSPSのDDIメタデータの対応関係を整理している。
–調査ごとにメタデータに作業を実施する必要があるため、その作業準備をす
すめている。

› OAI-PMH
– ハーベスティングが可能となるように、OAI-PMHをSSJDA Directに実装す
るための調査を実施中。現在、実装に向けた改修をおこなっている。

– リクエストに対して、DDI準拠、Dublin Core準拠のメタデータを返すことが
できるように実装を予定している。



その他のシステムにかんする強化プラン
› リモート集計システム

–独自のリモート集計システムの開発をおこなっている
–現行のシステムでは実行不可能な、データのハンドリング（変数の計算、変
数の変換）、標準的な解析機能（ロジスティック回帰分析、プロビットモデ
ル）の搭載を目標

–学部生の利用を念頭に、スマートフォン対応、ユーザーフレンドリーな操作性
と出力提示の実現

› EDO
–近い将来にリリースされる、DDI4.0への対応
–調査プロジェクトや、教育（調査実習）での利用可能性を模索
– SSJDA Directとの接続、あるいはウェブアプリ化



メタデータの英訳状況（2019年11月7日現在）

現在公開中の全1386データセット中：

› すでに英訳が反映されている：270件（19.5％）
› 英訳・チェック済みで今後反映可能：200件（14.4％）
› 現在英訳依頼中、年度内に納品：176件（12.7％）
› 下訳はあるが未反映：139件（10.0％）
› 来年度以後に英訳：601件（43.4％）
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国際データアーカイブワークショップの情報
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Website
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東アジアのデータアーカイブの情報



CSRDAの課題と展望
› ユーザビリティの向上と適切な利用の促進
› 寄託のメリットを増進させる工夫
› 社研パネル調査シリーズの継続と成果創出
› 二次分析研究会の質の向上と（計量セミナーを含
む）サポート体制の強化

› データアーカイブの国際ネットワーク構築
› 「持続可能な組織」のための人的・経済的基盤の
確保
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